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高齢者の大腿骨頚部内側骨折に対して，骨接合術もしくは人工骨頭のい
ずれを選択するかについては議論があるところです．高齢者に対しては
より低侵襲である骨接合術を行うという考え方がある一方で，偽関節の
発生や遅発性骨頭壊死の発生などにより再手術を要することも考えられ
ます．本研究の目的は当科における大腿骨頚部骨折に対する骨接合術治
療成績を検討し，より適切な治療方法を検討することにあります．

2013年1月1日〜2017年12月31日までの期間内に，当院において大腿骨頚
部骨折に対して骨接合術を受けられた方におけるGarden分類ごとの骨癒
合率・LSC発生率・再手術症例を調査します．


